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現実に⾏うことは、それが明確に理解され、現実における可能性とともに企業において実現
される必要性である。 
 
これらは全ての作業や責任において、アマチュアであってはいけないのであり、プロフェッ
ショナルにおいて実現できるのである。 
 
これらは⽢えを持たず、⾃らの職責と責任において現実を履⾏することであり、それら⼈材
を得るのは稀である。 
 
これらは⾼い責任感は現実を任せられるものであり、職責への忠実さは正しい評価なので
ある。 
 
これらは現実が⽢えを持たないことを早急に理解し、それら厳しさのもと、企業が⾃らの未
来を模索するとき、依存性は否定されるのである。 
 
これらが、企業がその厳しさにおいて結果を実現できることであり、それらは明らかに企業
の共有の合意なのである。 
 
これら共有性における現実や未来への参加がその実現を与えるものである。 
 
これらは企業における合意とコンセンサスの正しさの要求であり、それが健全な企業経営
の実現を与えるものである。 
 
これら正しい企業基盤は時代性の許容を個々の理解とともに実現し、未来という⾶躍の実
現を与えるものである。 
 
可能性はここの選択において企業における可能性の是⾮を討議するべきであり、それらは
適切な経営判断においてその実現を問うものである。 
 
これらは経営における正しい判断や基準は唯⼀未来の実現を与えることなのである。 


